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― 新潟県少年自然の家後援会 ―

豊かな自然のなかで多様な自然体験プログ
ラムを提供している｢新潟県少年自然の家｣も
開所から40年を迎え、子どもたちを中心に多
くの利用者がキャンプ、カヌー体験、創作活
動といった様々な活動を満喫しています。
日頃より、利用する子どもたちが楽しく、

安全に活動できるよう施設周辺の環境整備を
行っていただいている後援会の皆様をはじ
め、地域ボランティアの方々のご支援、ご協
力に対し心より感謝申し上げます。
ある調査によりますと、自然体験活動をた

くさんした青少年は、①課題解決能力や豊か
な人間性などの「生きる力」がある。②体力
に自信がある。③地球温暖化やごみ問題など
の環境問題に関心があるなどの調査結果が出
ております。
これは自然体験活動が子どもたちの成長に

とって心身ともに良い影響を与えているとい
うことであり、知識や感動も深く心に刻まれ
ていきます。
｢新潟県少年自然の家｣は大自然の中で、学

校や家庭では得難い体験活動や集団生活を通
して、感動や他人への思いやり、命の大切さ
などの心を育てる場と考えております。
引き続き子どもたちが心身を育む場として

活動できますよう、後援会の皆様のご支援を
賜りたくお願い申し上げます。

自然の家は今年度４０歳を迎えました。利
用者からは「懐かしいなあ」「きれいですね」
「変わってないですね」などの声が聞かれま
す。変わらずに迎えてくれる施設であり続け
ることは大変なことで、ここに後援会の力の
大きさを感じます。本当にありがとうござい
ます。
昭和６１年に誕生した後援会。地元３地区

全戸の皆様から支えていただいている自然の
家は、全国的にもここ「新潟県少年自然の家」
だけではないでしょうか。松葉かきに代表さ
れる後援会の活動は、どれも利用者の皆さん
の笑顔や満足感につながっています。後援会
の皆様の支えの下、きれいな環境、活動しや
すい環境で利用者を迎えることができる私た
ちスタッフは幸せ者ですね。
「自然の家は地域の皆さんに愛されていま

すからね」とのうれしい一言をいただいたこ
とがあります。もちろん、「私たち自然の家
も地域を、そして地域の皆様を愛しています
よ！」
これからも期待に応えられる自然の家であ

り続けたいと思います。どうぞよろしくお願
いいたします。

地域に愛され、地域を
愛する施設でまた一歩

新潟県少年自然の家
所長 小田 智美

新潟県少年自然の家開所から４０年の節目
を迎え、施設も老朽化してきていますが、今
まで長年利用されてきた多くの子どもたち一
人一人の思い出が沢山詰め込まれた施設だと
思います。車を降りるとすぐに豊かな大自然
「よーしこれから精一杯自然を楽しむぞ－ヤ
ッホー！」と子どもたちの声が聞こえてきそ
うです。その自然環境の中でウォークラリー、
夜にはキャンプファイアー、そして、野外で
の炊事。ワクワクするようなことが次々と体
感できて喜ぶ顔が思い浮かびます。
子どもたちが一生涯忘れることのできない

思い出を残し、友達との絆を更に深め、より
よい人間関係づくりができる場と思います。
自分たちが大人になったとき、楽しい思い

出を作った自然の家を思い出していただきた
い。
これからも自然の家後援会では環境整備の

援助活動を行い、きれいな松林で子どもたち
が元気で自由にのびのびと遊んでもらえる環
境づくりを進めていき、子どもたちの健全育
成に微力ではありますがお手伝いを続けてい
きますので、県内外からの誘致を願い、更な
る発展をご期待申し上げます。

大自然に親しむ子どもたち

新潟県少年自然の家
後援会会長
乙区長 時田 司
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今年度も多くの方々からご奉仕いただきました

□ 平成25年４月９日 松葉等集積作業･･･胎内ＧＧＲ

□ 平成25年４月11日 松葉等集積作業･･･乙中学校1・2年生

□ 平成25年４月13日 松葉等運搬処理作業
３地区から、以下のとおり参加をいただきました。
ありがとうございました。

（敬称略・順不同）

□ 平成25年４月24日
３地区から、以下のとおり参加をいただきました。
ありがとうございました。

（敬称略・順不同）

・乙地区（15名）
時田 司 諸本敏喜代 ○南波 快和

○南波 幸男 ○南波 英雄 久世 洋
大瀬 正明 室本 恵一 ○川崎 吉郎
川崎 幸治 ◇天木 義人 遠山 裕一

○南波 精咲 ○斎藤 広司 時田 カネ

・桃崎浜地区（15名）
伊藤 貞夫 ○本田 勝夫 小林 鋼一
藤木 繁一 藤木 康市 藤木 恒夫
藤木 勝男 本間 秀 三浦みち子
佐藤 秀隆 上野 尭 藤木 宣隆
三浦由紀子 本間砂恵子 宮川 孝

・荒井浜地区（12名）
長野 彰夫 八幡 弘 阿部 吉一
佐々木 徹 長野 正夫 佐藤 実
阿部 正生 山田 進 野澤 修
野沢 源治 長野 亙 金子祥次郎

・その他協力者（３名）
阿部 里枝 糸魚川ツヨ 髙橋由紀恵

※ ○軽トラック提供者、◇小型ショベル提供者

・乙地区（２名）
南波 英雄 田村 幸榮

・桃崎浜地区（２名）
本田 勝夫 菅 定雄

・荒井浜地区（２名）
長野 正夫 佐藤 実

松 葉 か き

テ ン ト 設 置
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大人の体験教室として「そば

打ち教室」・「苔玉づくり教室」

・「陶芸教室」を開催しました。

初めての方も経験のある方も、

おいしい蕎麦を目指して熱心に

一連の工程を体験しました。教

室での経験を基に、地域活動と

しても広がっています。

【そば打ち教室】

苔玉づくり教室では、迎える

新年がより良い年になるように

念じながら、縁起物のからたち

ばなを使って苔玉を作りました。

お正月のよい飾り物ができた

と大好評でした。

【苔玉づくり教室】
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地元の方から大人の体験教室に参加いただきました
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陶芸教室では、陶芸家を講師に迎

え丁寧な指導の下、各自できあがり

をイメージしながら制作に没頭しま

した。

窯出しした作品は最高の出来映え

であり、参加者は芸術家の気分を楽

しみました。

【陶芸教室】

少年自然の家の駐車場や進入路は

広大であり、常に落ち松葉等が堆積

し、降雨時は水溜まりが発生するな

ど清掃が間に合わない状態でした。

このような状態の解消や、進入路

の安全確保を速やかに実施できるよ

う、後援会費より背負い式ブロワー

を購入しました。
【背負い式ブロワー】

より良い利用環境の確保のために、

大切に使わせていただきます。

平成２６年度 後援会事業計画（案）
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